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〈編集後記〉　『武蔵野大学能楽資料センター紀要』第二九号をお届けする。例年にも増して今年度は多様な事業を展開することができた。それを反映するように、今号は二〇〇ページを超える大部なものになった。公開講座・能楽研究講座については、ご講演下さった能楽師と研究者の方々のご協力により、詳細な記録を掲載す ことができた（高松 岩城の両先生は論文化して下さった） とくに、本センター開設四五周年記念特別講座でご講演下さった本学副学長の池田眞朗先生には、企画の段階から 尽力頂い 池田先生 奇縁は特別講座の記録に詳しい。今年度から本センター非常勤嘱託となった坂東愛子氏 は、ノエル・ペリに関する論考 ご寄稿頂いた。
氏と高橋葉子先生と拙稿と、奇しくも明治期に関する論考が揃ったのは、近現代の研究に実績を重ねてきた本センターらしい内容と思われる。　
稲生雅治・惠子能楽振興基金の助成により、能楽研究講座




ンターの構成員に若干の異動があり、この陣容で今年度は多様な事業を行った。いつも以上に、参加して下さった学生や一般の方の熱意、また、研究員・研究室員・非常勤嘱託の支援を心強く感じた。学内外の大勢 方から励まし 言葉 頂き、センターの一層の拡充に努める所存であ 皆様のさらなるご指導とご鞭撻を心よりお願い申し上げる。
  （三浦裕子）
